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は
じ
め
に

江
戸
浄
瑠
璃
で
あ
る
河
東
節
『
十
寸
見
要
集
』
所
収
の
「
小
袖
模
様
の
段
」

に
は
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
胡
麻
章
が
み
ら
れ
る⑴
。
近
世
音
曲
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
金
田
一
春
彦
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究　

原
理
と

方
法
』
塙
書
房
（
一
九
七
四
年
）
二
九
四
頁
で
、
次
の
よ
う
に
上
方
ア
ク
セ
ン

ト
を
聴
く
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

常
磐
津
は
お
も
し
ろ
い
楽
曲
で
、
原
則
と
し
て
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
い
き
な
が
ら
、
東
京
で
〇
●
型
、
京
都
・
大
阪
で
●
〇
型

の
二
拍
名
詞
に
限
っ
て
●
〇
調
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
て
、
上
方
起
源
の

音
楽
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
清
元
は
常
磐
津
に
似
て
い
る
が
、
吉

川
英
史
に
よ
る
と
、「
月
」「
雪
」「
花
」
の
三
語
に
限
り
、
ツ
キ
（
●
〇
）、

ユ
キ
（
●
〇
）、
ハ
ナ
（
●
〇
）　

と
い
う
上
方
式
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
調
子
で
あ
る
。「
色
」
も
こ
れ
に
準
ず
る
詞
ら
し
い
。

ま
た
、
金
田
一
は
、
長
唄
に
つ
い
て
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
基
準
と
し
、
語

句
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
語
句
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
わ
る
と
旋

律
が
変
化
す
る
と
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治

の
頃
、
吉
住
小
三
郎
か
ら
で
あ
っ
た
と
す
る
。

筆
者
も
謡
を
摂
り
こ
ん
だ
長
唄
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
、
長
唄
に
も
上
方

ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
曲
節
が
あ
る
こ
と
、
明
治
期
に
、
唄
に
つ
い
て
は
上

方
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
変
更
さ
れ
た
場
合
に
も
、
三
味
線
の

旋
律
に
は
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
、
三
拍
動
詞
は
語
類

を
超
え
て
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
が
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し

た⑵
。
江
戸
音
曲
と
考
え
ら
れ
て
き
た
長
唄
で
あ
っ
て
も
、
曲
の
成
り
立
ち
か
ら

上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
旋
律
で
唄
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
の
音
曲
に

お
い
て
は
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
定
の
影
響
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

河
東
節
《
小
袖
模
様
》
の
詞
章
は
、
古
浄
瑠
璃
の
詞
章
を
摂
り
込
ん
だ
が
、

確
認
で
き
た
同
じ
詞
章
を
持
つ
最
も
古
い
作
品
に
、
伊
藤
出
羽
掾
の
正
本
「
第

三　

み
ち
ゆ
き
付
り
こ
そ
で
う
り
の
事
」『
和
国
び
じ
ん
哥
諍
幷
こ
そ
で
う
り
』

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
《
こ
そ
で
う
り
》
と
い
う
節
事
で
あ
っ
た
。
古
浄
瑠
璃
の

河
東
節
の
ア
ク
セ
ン
ト

―
《
小
袖
模
様
》
を
例
に

―
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《
こ
そ
で
う
り
》
か
ら
《
小
袖
模
様
》
に
タ
イ
ト
ル
の
変
更
が
な
さ
れ
る
の
だ
が
、

寛
文
年
間
に
、
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
と
も
言
え
る
「
小
袖
模
様
雛

形
」
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
太
夫
が
自
身
の
節
付
け
で

語
り
、
唄
っ
た
流
行
の
歌
詞
で
あ
っ
た
。
上
方
で
も
江
戸
で
も
親
し
ま
れ
た
詞

章
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
享
受
地
に
よ
る
地
域
的
な
差
が
あ
り
、
か

つ
半
太
夫
と
初
世
河
東
の
み
が
独
自
に
詞
章
を
改
め
た
部
分
も
確
認
が
で
き
る
。

河
東
節
《
小
袖
模
様
》
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
に
江
戸
で
活
躍
し
た
土

佐
少
掾
の
正
本
に
最
も
近
い⑶
。

正
本
に
よ
り
胡
麻
章
の
多
寡
に
は
違
い
が
あ
る
が
、河
東
節
、嘉
太
夫
節
、土
佐

節
の
正
本
に
多
く
の
胡
麻
章
が
確
認
で
き
る
。胡
麻
章
の
反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト

の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。河
東
節
の
胡
麻
章
を
中
心
に
、

近
世
の
江
戸
音
曲
に
反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
一
例
と
し
て
考
察
を
お
こ
な
う
。

一
　
河
東
節
《
小
袖
模
様
》
の
胡
麻
章

《
小
袖
模
様
》
は
江
戸
半
太
夫
が
語
り
、
河
東
節
に
入
っ
た
が
、
半
太
夫
と

初
世
河
東
が
関
わ
っ
た
正
本
『
鳰
鳥
』
に
は
胡
麻
章
が
な
い
。
胡
麻
章
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
①
か
ら
⑤
を
比
較
検
討
す
る
。
初
世
河
東
の
節
付
け
に
よ
る
直

の
版
元
で
あ
る
①
小
松
屋
板
《
小
袖
模
様
》
を
中
心
に
、
四
世
河
東
に
よ
り
六

行
本
に
改
め
て
編
纂
さ
れ
た
②
『
十
寸
見
要
集
』、
明
治
三
十
六
年
に
山
彦
秀

治
郎
の
演
奏
を
五
線
譜
に
採
譜
し
た
③
『
世
界
音
楽
全
集
』
と
の
比
較
を
行
う
。

ま
た
、
古
浄
瑠
璃
の
う
ち
胡
麻
章
の
多
い
、
嘉
太
夫
節
、
宇
治
加
賀
掾
の
④
『
紫

竹
集
』
と
、
江
戸
の
土
佐
節
、
土
佐
少
掾
橘
正
勝
の
⑤
『
蘭
曲
後
撰
集
』
と
も

比
べ
て
み
る
。
資
料
の
略
称
は
［　

］
で
示
す
。

①�

「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
小
松
屋
板　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
（229-227

）
享
保

二
（
一
七
一
七
）
年
～
九
（
一
七
二
四
）
年
ご
ろ　
［
小
松
屋
］
九
行
二
丁

　
（
参
考
）　

小
松
屋
板　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
（229-227

）・
小
松
屋
板　

抱

谷
文
庫
本　

国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
に
て
確
認
（
ホ3-1-5-1

）

　
「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
井
筒
屋
板　

国
立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
蔵
（02-2001-

008

～010

）［
井
筒
屋
］

　
「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」
い
が
や
板　

国
立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
蔵

　
「
小
袖
も
や
ふ
の
段
」『
糸
竹
哥
み
ど
り
』　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
寄
特

5-5-1-1-

）

　

大
坂
心
斎
橋
筋
瓦
町　

出
版
元
破
れ　

十
二
行
横
本　

式
亭
三
馬
旧
蔵
本

②�

「
小
袖
模
様
の
段
」『
十
寸
見
要
集
』
初
板　

宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
以
降　
　

国
立
音
楽
大
学
竹
内
文
庫
蔵
（02-1007

）［
十
寸
見
］

　

武
江
浅
草
御
地
内
伊
勢
屋
吉
十
郎
板　

六
行
三
丁

③�

「
半
太
夫
節
小
袖
模
様
」『
世
界
音
楽
全
集
』
第
十
八
巻　

春
秋
社　

昭
和
六

年
［
世
界
］

　

田
中
正
平
博
士
邦
楽
研
究
室
に
て
明
治
三
十
六
年
採
譜　

山
彦
秀
治
郎
演
奏

　

五
線
譜　
　

上
段
が
唄
、
下
段
が
三
味
線
を
採
譜
し
た
も
の
。

④�

「
こ
そ
で
う
り
」『
紫
竹
集
追
加　

九
』
天
理
図
書
館
蔵
（911.7　

イ
177

）

［
加
賀
掾
］　　

二
條
通
寺
町
西
ヘ
入
町　

山
本
九
兵
衛
刊　

八
行
二
丁

⑤�

「
染
小
袖
も
や
う
の
段
」『
蘭
曲
後
撰
集　

二　
土
佐
少
掾

正
勝
直
傳

』［
土
佐
少
掾
］

　
【
六
十
五
】
小
そ
で
も
や
う
の
だ
ん　

九
行
二
丁

　

都
立
中
央
図
書
館
蔵
『
蘭
曲
大
竹
集　

二
』
加
賀
文
庫
（5835-2

）
後
題
箋

　
（
参
考
）「
染
小
袖
も
や
う
の
段
」
大
阪
府
立
図
書
館
『
蘭
曲
集
３
』（
甲
和

604

）　

大
傳
馬
町
三
町
目　

鱗
形
屋
三
左
衛
門
板

半
太
夫
節
正
本
と
し
て
大
坂
で
板
行
さ
れ
た
『
糸
竹
哥
み
ど
り
』
掲
載
の
当
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該
曲
に
は
、
詞
章
に
は
上
方
板
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
胡
麻
章
は
ご
く
わ
ず

か
で
、
ど
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
か
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

①
［
小
松
屋
］
は
、
薄
物
正
本
で
、
初
世
江
戸
太
夫
河
東
が
、
小
松
屋
と
独

占
契
約
を
結
ん
で
出
版
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
初
世
河
東
は
、
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
の
江
戸
生
ま
れ
で
、
江
戸
品
川
町
の
魚
商
天
満
屋
藤
左
衛
門
の

子
で
、
江
戸
半
太
夫
の
弟
子
で
あ
る⑷
。
②
［
十
寸
見
］
は
、
四
世
河
東
が
新
た

に
六
行
本
の
節
事
の
正
本
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
世
河
東
は
、
宝
暦
十

一
（
一
七
六
一
）
年
、
市
村
座
で
『
助
六
所
縁
江
戸
桜
』
を
語
り
、
河
東
節
の

代
表
曲
と
な
っ
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
江
戸
生
れ

の
太
夫
の
正
本
で
あ
る
。
③
［
世
界
］
の
演
奏
者
は
、
山
彦
秀
治
郎
で
あ
る
。

弾
き
語
り
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
山
彦
秀
治
郎
（
一
八
四
一
～
一
九

一
九
）
の
父
は
九
世
十
寸
見
河
東
、
明
治
二
十
年
に
秀
翁
を
襲
名
、
死
後
に
十

一
世
十
寸
見
河
東
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
④
［
加
賀
掾
］
と
し
た
宇
治
加
賀
掾

（
一
六
三
五
～
一
七
一
一
）
は
、
和
歌
山
か
ら
京
都
へ
上
り
、
四
条
河
原
で
興

行
を
始
め
、
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
も
多
く
語
っ
て
い
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］

と
し
た
土
佐
少
掾
橘
正
勝
は
、
人
形
浄
瑠
璃
薩
摩
浄
雲
座
の
人
形
遣
い
内
匠
市

之
丞
の
子
。
寛
文
初
年
よ
り
浄
雲
の
下
で
内
匠
虎
之
助
と
称
し
て
活
躍
し
は
じ

め
、
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
に
は
独
立
し
て
土
佐
座
を
興
し
た⑸
。

①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
に
つ
い
て
は
、〈
コ
ト
バ
（
詞
）〉〈
イ
ロ
コ

ト
バ
（
色
詞
）〉〈
地
コ
ト
バ
〉〈
イ
ロ
地
〉
に
は
胡
麻
章
は
な
い
が
、〈
色
〉
に

は
胡
麻
章
が
あ
る
。
ま
た
他
音
曲
を
取
り
入
れ
た
〈
ヒ
ゼ
ン
〉〈
ウ
タ
イ
〉
に

も
胡
麻
章
は
な
く
、
河
東
節
の
曲
節
〈
サ
イ
ツ
メ
〉
な
ど
に
も
胡
麻
章
が
な
い
。

義
太
夫
節
の
胡
麻
施
譜
方
法
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

用
例
の
う
ち
、
①
②
に
胡
麻
章
の
な
い
も
の
、
詞
章
が
異
な
る
も
の
、
地
名

は
省
略
し
た
。
ま
た
、
装
飾
的
な
胡
麻
に
つ
い
て
も
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
推

定
し
に
く
い
の
で
取
り
扱
わ
な
い
。

胡
麻
章
に
つ
い
て
は
、
上
げ
胡
麻
を
Ｕ
、
平
胡
麻
を
Ｓ
、
下
げ
胡
麻
を
Ｄ
、

そ
の
他
を
＊
、
胡
麻
な
し
を
×
と
す
る
。
音
階
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字

に
直
し
、
一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
に
は
・
を
、
低
い
音
に
は
︱
を
付
し
た
。

二
　
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

【
二
拍
名
詞
】

こ
れ
ま
で
、
金
田
一
を
は
じ
め
江
戸
音
曲
に
お
け
る
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
反

映
の
指
摘
は
二
拍
名
詞
に
よ
っ
て
き
た
。
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
と
江
戸
ア
ク
セ
ン

ト
の
高
低
が
顕
著
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
ま
ず
二
拍
名
詞
を
掲
出

順
に
確
認
し
て
お
く
。

１
「
い
ま
を
さ
か
り
と
」

 

① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈
  

﹇
井
筒
屋
﹈ 

 
 

③［世界］ 
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「
い
ま
を
〈
Ｄ
Ｓ
Ｄ
〉」
①
［
小
松
屋
］・
②
［
十
寸
見
］、「
今
を
〈
×
Ｕ
×
〉」

④
［
加
賀
掾
］
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
胡
麻
章
が
、
③
［
世
界
］
も
〈
２
３
７
〉

で
Ｌ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
。「
今
」
は
第
四
類
で
「
今
を
」
で
あ
れ
ば
Ｌ
Ｈ
Ｈ
で

あ
る
が
、『
平
家
正
節
』
に
も
助
詞
が
低
く
付
く
例
も
あ
り
、
近
世
京
都
ア
ク

セ
ン
ト
が
歌
詞
に
反
映
す
る
例
と
し
て
許
容
で
き
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
の
胡

麻
章
は
不
明
で
あ
る
。
参
考
に
挙
げ
た
［
井
筒
屋
］
は
「
い
ま
を
〈
Ｄ
Ｄ
×
〉」

で
低
起
式
無
核
の
遅
上
り
の
Ｌ
Ｌ
Ｈ
を
反
映
す
る
か
。

２
「
さ
や
け
き
月
は
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
月
は
〈
Ｕ
Ｄ
Ｄ
〉」
①
［
小
松
屋
］・
②
［
十
寸
見
］、「
月
は
〈
×
Ｄ
×
〉」

④
［
加
賀
掾
］
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
胡
麻
章
で
あ
る
。
③
［
世
界
］
も
〈
６

４
４
〉
で
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
「
月
は
〈
Ｄ
Ｕ
Ｄ
〉」

で
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。「
月
」
は
第
三
類
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｌ
で

①
②
③
④
は
こ
れ
を
、［
土
佐
少
掾
］
の
み
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。

３
「
こ
れ
ぞ
こ
の
。」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 
 

③［世界］ 

「
こ
れ
」
は
第
一
類
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｈ
、
①
［
小
松
屋
］、

②
［
十
寸
見
］
は
〈
ヲ
ト
シ
〉
と
あ
る
が
、「
こ
れ
ぞ
」
に
〈
Ｕ
Ｕ
Ｄ
〉
が
ふ

ら
れ
Ｈ
Ｈ
を
反
映
、
⑤
［
土
佐
少
掾
］
も
装
飾
は
あ
る
が
、
同
様
で
あ
ろ
う
。

③
［
世
界
］
は
〈
６
７
３
〉
で
一
拍
目
が
低
く
、
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。
④
［
加
賀
掾
］
は
区
切
り
の
直
後
で
、
低
く
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

近
世
京
都
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
と
は
し
に
く
い
。

４
「
う
す
む
ら
さ
き
の
藤
の
花
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 
﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

   
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 
﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

   
 

③［世界］ 
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 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

   
 

③［世界］ 

「
藤
の
花
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」
①
［
小
松
屋
］・
②
［
十
寸
見
］
は
最
初
の
Ｕ

Ｕ
よ
り
も
「
の
」
上
げ
胡
麻
に
〈
ア
〉
と
し
て
〈
ア
タ
リ
〉
が
付
い
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
少
し
遅
上
り
の
平
ら
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。「
藤
」
は
第
一
類
、「
花
」
は
第
三
類
、
助
詞
「
の
」
が
あ

る
の
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
れ
ば
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
る
が
、
こ
こ
は

江
戸
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
か
。
③
［
世
界
］
が
〈
６
７
＃
４
２4

６
〉
で

「
花
」
の
み
Ｈ
Ｌ
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り
、
三
味
線
も
同
様
で
あ
る
。
⑤

［
土
佐
少
掾
］
は
装
飾
胡
麻
で
あ
る
。

５
「
色
を
あ
ら
そ
ふ
花
つ
く
し
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 
 

③［世界］ 

「
色
を
〈
Ｕ
Ｄ
＊
〉」
①
［
小
松
屋
］
は
、
第
三
類
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
Ｈ
Ｌ
を

反
映
、〈
レ
イ
ゼ
イ
ガ
ヽ
リ
〉
と
あ
る
「
い
ろ
を
〈
Ｕ
Ｄ
＊
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］

も
同
様
で
あ
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
６
７
７
〉
だ
が
助
詞
「
を
」
の
前
が
高
い

の
で
、
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

６
「
し
ほ
を
く
む
て
い
か
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 
 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
汐
」
は
第
三
類
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｌ
、
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト

は
Ｌ
Ｈ
（
Ｌ
）
で
あ
る
。「
し
ほ
を
〈
Ｕ
×
×
〉」
④
［
加
賀
掾
］、「
し
ほ
を
〈
Ｕ

Ｄ
Ｓ
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］
で
い
ず
れ
も
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を

反
映
す
る
。
し
か
し
、
①
［
小
松
屋
］
②
［
十
寸
見
］
は
「
し
ほ
を
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」

で
い
ず
れ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
も
で
き
な
い
。
③
［
世
界
］
は
〈
６
７

＃
４
〉
で
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。

７
「
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
て
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 
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 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 
﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

「
雪
」
は
第
二
類
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｌ
、
江
戸
は
Ｌ
Ｈ
（
Ｌ
）

で
あ
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
の
み
「
雪
〈
Ｕ
Ｄ
〉」
で
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト

に
合
致
、
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
は
「
雪
〈
Ｄ
Ｄ
〉」
で
と
も
に
低
く

平
ら
で
い
ず
れ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
と
も
言
え
ず
、
③
［
世
界
］
は
〈
６

７
〉
で
、
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。

８
「
つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ
ぎ
の
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
陰
」
は
第
五
類
で
、「
か
げ
に
〈
Ｓ
Ｕ
Ｕ
〉」
①
［
小
松
屋
］
で
Ｌ
Ｈ
Ｈ
に

な
る
が
、「
か
げ
に
〈
Ｄ
Ｕ
Ｓ
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
近
世
京
都
ア

ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。「
か
げ
に
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」
②
［
十
寸
見
］
は
高
平
ら
な

胡
麻
章
で
ど
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
も
言
え
ず
、
③
［
世
界
］
は
強
い
て
い
え
ば

〈
３
３
２
７
〉
で
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。

９
「
か
た
に
は
雲
に
龍
を
そ
め
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
雲
」
は
第
三
類
で
、
現
代
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
が
例
外
で
あ
る
が
、
近
世
江

戸
は
Ｌ
Ｈ
（
Ｌ
）
が
推
定
さ
れ
、
近
世
京
都
は
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。「
雲
に
〈
Ｓ
Ｄ

Ｓ
〉」
①
［
小
松
屋
］、「
雲
に
〈
Ｕ
Ｄ
＊
〉」
②
［
十
寸
見
］
は
一
拍
目
が
ゆ
る

や
か
で
は
あ
る
が
Ｕ
と
し
、
③
［
世
界
］
も
〈
６
＃
４
＃
４
〉、「
雲
に
〈
Ｕ
Ｄ

×
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
「
に
」
の
上
部
の
下
げ
胡
麻
を
「
雲
」
の
二
拍
目

と
考
え
、
い
ず
れ
も
Ｈ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
近
世
京
都
ア
ク
セ

ン
ト
の
反
映
と
し
て
よ
い
。

10
「
す
そ
に
は
と
ら
の
う
そ
ぶ
き
て
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 
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 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
裾
」「
虎
」
と
も
第
一
類
名
詞
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
「
裾
に
は

虎
の
」
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
①
［
小
松
屋
］
は
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン

ト
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
②
［
十
寸
見
］
は
助
詞
「
は
・
の
」

に
胡
麻
章
は
な
い
が
、
①
同
様
に
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。

③
［
世
界
］
は
〈
＃
４
６
６
６
６
６
７
〉
で
「
裾
」
の
語
頭
が
低
く
、
江
戸
ア

ク
セ
ン
ト
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
あ
と
は
平
ら
で
あ
る
。
④
［
加
賀
掾
］
は
「
す

そ
に
は
〈
Ｄ
Ｄ
×
Ｕ
〉」
で
「
裾
」
は
平
ら
で
あ
る
が
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン

ト
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
「
と
ら
の
〈
Ｕ
Ｕ

Ｕ
〉」
が
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
で
あ
る
。

11
「
松
の
。
其
下
に
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

④
に
は
胡
麻
章
が
な
い
。

「
し
た
」
は
第
二
類
で
あ
る
が
、
現
代
京
都
・
東
京
が
例
外
で
あ
る
。「
下
に

〈
Ｕ
入
Ｄ
Ｄ
〉」
①
［
小
松
屋
］・
②
［
十
寸
見
］
は
Ｈ
Ｌ
で
、
近
世
京
都
ア
ク

セ
ン
ト
と
し
て
節
付
け
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
し
た
」
は
『
平
家
正
節
』
に

Ｈ
Ｈ
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
下
に
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］
が
反
映
し
て

い
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
３
３
２
〉
で
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
で
き

る
か
。

12
「
琴
を
い
ろ
よ
く
染
な
し
て
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 
 

③［世界］ 

「
琴
」
は
第
五
類
で
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｌ
Ｆ
で
、「
こ
と
を
〈
×
Ｕ

×
〉」
④
［
加
賀
掾
］
と
③
［
世
界
］
の
〈
２
３
〉
が
こ
れ
を
反
映
す
る
。「
琴

を
〈
Ｓ
Ｄ
Ｄ
〉」
①
［
小
松
屋
］、「
こ
と
を
〈
Ｓ
Ｄ
Ｕ
〉」
②
［
十
寸
見
］
は
、

江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
、「
琴
を
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
ど
ち
ら

と
も
つ
か
な
い
。

13
「
れ
ん
ぼ
の
や
み
に
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 
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低
く
始
ま
る
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
。

15
「
も
み
ぢ
に
し
か
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 
 

③［世界］ 

第
三
類
「
鹿
」
は
、
Ｌ
Ｈ
の
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
の
が
①

［
小
松
屋
］〈
Ｓ
Ｕ
〉
と
③
［
世
界
］〈
＃
４
＃
４4

〉
で
、
Ｈ
Ｌ
の
近
世
京
都
ア

ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
の
が
②
［
十
寸
見
］〈
Ｕ
Ｓ
〉、
④
［
加
賀
掾
］〈
×
Ｄ
〉

で
あ
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
〈
Ｕ
Ｕ
〉
で
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
が
、
一
拍

め
が
低
く
な
い
の
で
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
か
。

二
拍
名
詞
に
つ
い
て
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
致
す
る
も
の
を
〇
、
や
や
反

映
と
み
て
よ
い
も
の
を
△
、
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
致
す
る
も
の
を
●
、
や
や

反
映
と
み
て
よ
い
も
の
を
▲
、
い
ず
れ
か
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
は
で
き
な

い
も
の
を
×
と
し
て
表
に
示
し
た
。

金
田
一
の
い
う
常
磐
津
で
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
す
る
「
月
・
花
・
雪
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 
﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 
﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
闇
」
は
、
第
三
類
で
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｌ
で
あ
り
、「
や
み
に
〈
Ｕ

Ｓ
Ｓ
〉」
①
［
小
松
屋
］、「
闇
に
〈
Ｕ
Ｄ
×
〉」
②
［
十
寸
見
］、「
や
み
に
〈
Ｕ

＊
×
〉」
④
［
加
賀
掾
］、
⑤
「
や
み
に
〈
＊
Ｄ
＊
〉」［
土
佐
少
掾
］
は
い
ず
れ

も
こ
れ
を
反
映
し
て
い
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
３
＃
４
＃
４
〉
で
外
れ
る
が
、

三
味
線
譜
が
〈
５
＃
４
３
〉
で
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。

14
「
ゑ
も
ん
な
が
し
の
鞠
の
に
は
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 
 

③［世界］ 

「
鞠
」
は
第
三
類
、「
庭
」
は
第
一
類
で
あ
る
。
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、

「
鞠
の
庭
」
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
①
［
小
松
屋
］
は
〈
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
〉
で

「
庭
」
が
合
わ
な
い
。「
鞠
の
〈
Ｕ
Ｄ
Ｄ
〉」
②
［
十
寸
見
］
は
、
近
世
京
都
ア

ク
セ
ン
ト
に
合
致
す
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
３
＃
４
＃
４
４
３
4

4

〉
で
「
鞠
」
は

江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
〈
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉
で
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が
す
べ
て
出
現
す
る
が
、「
月
」
の
み
⑤
［
土
佐
少
掾
］
を
除
き
、
上
方
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
る
。
上
方
で
活
躍
し
た
宇
治
加
賀
掾
の
正
本
で
あ
る
④
［
加
賀
掾
］

が
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
江
戸
浄
瑠
璃
で
あ

る
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
の
江
戸
で
の
正
本
に
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の

反
映
が
み
ら
れ
る
。
特
に
②
［
十
寸
見
］
は
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
が
強
い
。

こ
れ
に
比
し
て
、
明
治
期
の
河
東
節
を
採
譜
し
た
③
［
世
界
］
は
、「
花
・
月
」

は
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
多
く
は
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
河
東
節
に
お
い
て
、
徐
々
に
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
が
な
く

な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、「
闇
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
三
味

線
に
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
旋
律
が
確
認
で
き
る
。
唄
は
江
戸
・
東
京

ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
て
も
、
三
味
線
の
旋
律
に
は
作
曲
当
時

の
ア
ク
セ
ン
ト
が
残
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
江
戸
で
活
躍
し
た
⑤
の
土
佐
少
掾
の
正
本
に
も
「
雪
・
色
・
汐
・

雲
・
闇
」
が
Ｈ
Ｌ
の
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。
二
拍
名
詞
で
、
上

方
と
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
高
低
が
逆
転
す
る
第
二
類
・
第
三
類
に
、
上
方
ア

ク
セ
ン
ト
が
現
れ
る
こ
と
は
、
江
戸
浄
瑠
璃
が
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
に
倣
っ
て
節

付
け
さ
れ
た
と
言
え
る
。

【
二
拍
以
外
の
名
詞
】

16
「
す
そ
の
は
田
子
の
う
ら
な
れ
や
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
裾
野
」
は
二
拍
第
一
類
「
裾
」
に
一
拍
第
三
類
「
野
」
か
ら
な
る
構
成
で
、

近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
か
Ｈ
Ｈ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
る
。「
す
そ
の
は
〈
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
〉」
①
［
小
松
屋
］、「
す
そ
の
は
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」
②
［
十
寸
見
］
は
Ｈ

Ｈ
Ｈ
を
反
映
す
る
。
③
［
世
界
］〈
２
３
３
７
〉
は
、
語
頭
が
低
く
、
江
戸
ア

ク
セ
ン
ト
の
反
映
で
あ
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
〈
Ｕ
Ｄ
Ｕ
＊
〉
で
ど
ち
ら
の

ア
ク
セ
ン
ト
と
も
言
え
な
い
。

第
一
類

第
二
類

第
三
類

第
四
類

第
五
類

①

是
〇
藤
●
庭
×
裾
〇
虎
〇

雪
×
下
〇

月
〇
花
△
色
〇
汐
×
雲
〇
闇
〇
鞠
〇
鹿
●

今
△

陰
△
琴
●

②

是
〇
藤
●
庭
×
裾
〇
虎
〇

雪
×
下
〇

月
〇
花
△
色
×
汐
×
雲
〇
闇
〇
鞠
〇
鹿
〇

今
△

陰
×
琴
●

③

是
●
藤
●
庭
×
裾
●
虎
〇

雪
●
下
△

月
〇
花
〇
色
●
汐
●
雲
〇
闇
▲
鞠
●
鹿
●

今
△

陰
●
琴
〇

④

是
×　
　
　
　

裾
×

月
〇　
　
　
　

汐
〇　
　

闇
〇　
　

鹿
〇

今
△

　
　

琴
〇

⑤

是
〇
藤
●
庭
●
裾
△
虎
〇

雪
〇
下
△

月
●　
　

色
〇
汐
〇
雲
〇
闇
〇
鞠
▲
鹿
△

陰
〇
琴
×
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17
「
ま
つ
た
柳
に
雪
ふ
り
て
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
柳
」
は
三
拍
第
一
類
で
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
が
、
近
世
京

都
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
も
み
ら
れ
る
。「
柳
に
〈
Ｕ
Ｕ
＊
Ｄ
〉」
⑤
［
土
佐

少
掾
］
が
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
が
、「
柳
に
〈
Ｄ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
〉」
①
［
小
松
屋
］、「
柳

に
〈
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
〉」
②
［
十
寸
見
］
は
語
頭
が
低
く
始
ま
る
江
戸
・
東
京
ア
ク

セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
６
６
７
７
〉
で
こ
れ
も
江
戸
・
東
京

ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
で
あ
る
。

18
「
つ
も
れ
る
か
げ
に
し
ら
さ
ぎ
の
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
白
鷺
」
は
第
二
類
形
容
詞
語
幹
に
二
拍
名
詞
第
一
類
の
語
構
成
で
、
ア
ク

セ
ン
ト
体
系
変
化
前
で
あ
れ
ば
、「
白
鷹
・
白
布
」
な
ど
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
あ
り
、

変
化
後
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
り
、
現
代
京
都
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。

「
し
ら
さ
ぎ
の
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉」
①
［
小
松
屋
］・
②
［
十
寸
見
］
は
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
に
な
っ
た
と
思
わ
せ
る
施
譜
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト

の
反
映
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
し
ら
さ
ぎ
の
〈
Ｕ
＊
Ｕ
×
Ｕ
〉」
④
［
加
賀
掾
］

と
「
し
ら
さ
き
の
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
＊
×
Ｄ
〉」
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で

い
ず
れ
も
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
で
あ
る
。
③
［
世
界
］〈
２
３
３
３

３
〉
は
、
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
平
板
型
を
反
映
す
る
。

19
「
引
さ
き
く
ら
ふ
け
し
き
は
さ
も
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

  
 

③［世界］ 

④
［
加
賀
掾
］、
⑤
［
土
佐
少
掾
］
に
は
胡
麻
章
が
な
い
。

「
気
色
」
は
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
両
様
で
、
現
代

京
都
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
①
［
小
松
屋
］
の
一
拍
目
の
胡
麻
は
上
げ
胡
麻
で
は

な
い
が
、
長
く
上
に
撥
ね
が
あ
り
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
と
み
ら
れ
る
。
②
［
十
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寸
見
］
は
〈
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
〉
で
や
は
り
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
③
［
世
界
］
の
〈
６
６

７
＃
４
〉
は
ど
ち
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
も
言
え
な
い
。

20
「
梅
に
う
ぐ
ゐ
す
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

  
 

③［世界］ 

④
［
加
賀
掾
］、
⑤
［
土
佐
少
掾
］
に
は
胡
麻
章
が
な
い
。

「
鶯
」
は
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ

Ｌ
で
あ
る
。「
う
ぐ
ひ
す
〈
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
〉」
①
［
小
松
屋
］・「
鶯
〈
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
〉」

②
［
十
寸
見
］
は
と
も
に
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
③

［
世
界
］
は
〈
＃
４
＃
４
６
＃
４
＃
４
〉
で
二
拍
め
の
「
ぐ
」
の
後
半
が
上
が

る
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。

三
　
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

【
二
拍
・
三
拍
動
詞
】

こ
こ
で
は
、
出
現
形
が
二
拍
、
三
拍
の
動
詞
を
主
に
扱
う
。

長
唄
の
よ
う
に
、
三
拍
動
詞
第
二
類
の
近
世
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
Ｈ
Ｌ

Ｌ
を
反
映
す
る
胡
麻
章
が
、
河
東
節
正
本
に
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

21
ａ
「
い
ま
を
さ
か
り
と
み
ゆ
る
も
あ
り
」
ｂ
「
さ
も
あ
り
〳
〵
と
見
ゆ
る
も

有
」
 ①

ａ 

﹇
小
松
屋
﹈ 

 
ｂ 

﹇
小
松
屋
﹈ 

②
ａ 

﹇
十
寸
見
﹈ 

 
ｂ 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④
ａ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

 
ｂ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤
ａ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 
ｂ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 

 
 

③［世界］ｂ ③［世界］ａ 

ａ
は
出
だ
し
の
部
分
で
、
ｂ
は
中
盤
の
部
分
で
あ
る
。
河
東
節
の
①
［
小
松

屋
］、
②
［
十
寸
見
］
は
「
見
ゆ
る
」
ａ
が
〈
＊
Ｕ
Ｕ
〉
で
Ｌ
Ｈ
Ｈ
、
ｂ
が
〈
Ｕ

Ｄ
＊
〉
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
ｂ
の
Ｈ
Ｌ
Ｌ
は
近
世
上
方
の
第
二
類
一
段
動
詞

の
終
止
連
体
形
の
反
映
と
み
ら
れ
る
が
、
ａ
の
Ｌ
Ｈ
Ｈ
は
幕
末
頃
に
起
こ
る
京
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都
ア
ク
セ
ン
ト
の
動
詞
の
再
編
成
に
伴
う
、
一
段
動
詞
第
二
類
が
第
三
類
と
合

流
し
た
の
ち
の
変
化
形
と
し
て
と
ら
え
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
判
断
に
迷
う
と

こ
ろ
で
保
留
と
す
る
。
③
［
世
界
］
ａ
は
〈
５
６
３
〉
で
起
伏
式
の
東
京
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
ｂ
は
〈
４
４
３
〉
で
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
み
て
よ
い

か
。
④
［
加
賀
掾
］
は
ａ
〈
ウ
×
Ｕ
〉、
ｂ
〈
×
Ｄ
×
〉
で
高
起
式
を
反
映
し
、

ｂ
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
、
ａ
ｂ
と
も
に
語
頭
に
下
げ
胡
麻

が
あ
り
、
江
戸
・
東
京
の
第
二
類
起
伏
式
ア
ク
セ
ン
ト
な
の
か
、
①
［
小
松
屋
］

②
［
十
寸
見
］
ａ
と
同
様
に
京
都
の
新
し
い
低
起
式
を
反
映
し
た
も
の
か
ど
う

か
は
、
こ
れ
も
判
断
を
保
留
し
た
い
。

「
見
ゆ
る
」
に
つ
い
て
は
、
ａ
ｂ
で
の
相
違
が
み
ら
れ
た
が
、
続
く
二
拍
動

詞
の
「
有
り
」
に
つ
い
て
は
、
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
と
も
に
〈
Ｕ
Ｄ
〉

で
あ
る
。
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
が
、
二
拍
動
詞
「
有
り
」
は
第
二
類
動
詞
で
、
こ

れ
は
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
曲
に
は
「
～
も
あ
り
」
と
い
う
文
末
表
現
が
多
数
使
わ
れ
て
お

り
、
次
の
よ
う
に
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
で
は
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
で

の
終
わ
り
方
で
あ
る
。

 ① 

 

 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

 

 

﹇
十
寸
見
﹈ 

  
 

こ
ち
ら
の
「
有
り
」
の
例
も
す
べ
て
高
く
始
ま
り
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト

と
は
言
え
な
い
。

22
「
み
が
ゝ
れ
い
づ
る
。
そ
の
は
ら
や
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

第
一
類
動
詞
「
み
が
く
」
に
助
動
詞
「
る
」
が
つ
き
、
第
二
類
動
詞
「
出
る
」

が
続
く
例
で
あ
る
。
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と

な
る
。
①
［
小
松
屋
］
と
②
［
十
寸
見
］
は
ほ
ぼ
同
じ
胡
麻
章
で
「
み
が
か
れ
」

〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
＊
〉
で
は
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
、「
出
る
」〈
＊
＊
Ｕ
〉
は
「
い
」

に
上
げ
胡
麻
が
あ
り
、「
る
」
に
も
上
げ
胡
麻
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の

近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
③
は
〈
４
１4

６
７

４
４
３
〉
で
「
磨
か
れ
」
は
低
く
始
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ

ン
ト
的
で
あ
る
。
④
［
加
賀
掾
］
は
〈
ウ
×
×
×
×
×
Ｄ
〉
で
高
起
式
で
あ
る

と
こ
ろ
は
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
み
て
よ
い
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］

は
装
飾
的
胡
麻
が
多
く
ア
ク
セ
ン
ト
は
関
係
な
く
唄
わ
れ
た
か
。
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23
「
花
は
む
か
し
を
わ
す
れ
ず
し
て
。」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 
﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

④ 

胡
麻
章
な
し
。 

   
 

③［世界］ 

こ
の
部
分
、
①
［
小
松
屋
］
と
②
［
十
寸
見
］
は
同
じ
施
譜
で
、「
わ
す
れ

ず
し
て
」
に
下
げ
胡
麻
〈
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
〉
が
施
さ
れ
て
い
る
。
近
世
京
都
ア

ク
セ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
と
な
ろ
う
。「
忘
る
」
が
第
一
類
動
詞

で
あ
る
た
め
、
低
く
平
ら
で
あ
れ
ば
、
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
の
可
能
性
も

あ
ろ
う
。

⑤
［
土
佐
少
掾
］
に
は
細
か
く
胡
麻
章
が
付
さ
れ
、「
わ
す
れ
ず
し
〈
Ｕ
Ｄ

Ｕ
Ｕ
Ｄ
〉」
は
む
し
ろ
、
第
二
類
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
模
し
た
唄
い
方
を
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
③
［
世
界
］
の
〈
６
７
７
３
３
〉
は
江
戸
・
東

京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
ろ
う
か
。

24
「
き
つ
れ
て
し
ほ
を
く
む
て
い
か
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
 [

十
寸
見] 

⑤ 
 [

土
佐
少
掾]  

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
 [

十
寸
見] 

⑤ 
 [

土
佐
少
掾]  

  
 

③［世界］ 

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 
 [

十
寸
見] 

⑤ 
 [

土
佐
少
掾]  

  
 

③［世界］ 

「
汲
む
」
第
一
類
動
詞
で
、
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］、
⑤
［
土
佐
少
掾
］

は
い
ず
れ
も
「
く
む
〈
Ｕ
Ｕ
〉」
で
Ｈ
Ｈ
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。

③
［
世
界
］
の
み
〈
６
７
〉
で
あ
り
、
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
④

［
加
賀
掾
］
に
は
胡
麻
章
が
な
い
。

25
「
し
う
わ
り
と
。
つ
も
れ
る
か
げ
に
」

 ① 
[

小
松
屋] 

② 
[

十
寸
見] 

④ 
 [

加
賀
掾]  

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
積
れ
る
」
は
第
一
類
動
詞
に
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
が
接
続
し
た
形
で
、

近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
つ
も
る
」

は
、
現
代
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
は
平
板
型
か
ら
起
伏
型
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
③
［
世
界
］
が
〈
２
４
４
４
〉
で
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。

①
［
小
松
屋
］
の
〈
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
〉
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
②
［
十
寸
見
］
の
〈
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
〉
と
同
じ
高
低
の
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
を
反
映
し
て
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い
る
可
能
性
も
あ
る
。
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
か
ら
の
遅
上
り
の
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
ろ

う
か
。
④
［
加
賀
掾
］〈
×
×
Ｕ
＊
〉
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
近
世
京
都
に
お

い
て
、
第
三
類
へ
の
合
流
の
兆
し
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］

は
〈
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
〉
か
高
さ
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
①
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

26
「
つ
つ
く
り
と
。
と
ま
り
た
る
て
い
も
有
」

 ① 
﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
と
ま
る
」
は
第
一
類
と
思
わ
れ
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
「
と
ま
り
た

る
」
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
ろ
う
。
①
［
小
松
屋
］
は
〈
Ｓ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
〉
で
ど
ち
ら

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
も
言
い
に
く
い
。
②
［
十
寸
見
］
は
、〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉
は
「
た

り
」
ま
で
高
い
が
、
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
６

７
７
＃
４
＃
４
〉
で
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
、
④
［
加
賀
掾
］
は
〈
×
×
Ｄ

Ｄ
Ｄ
〉
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
で
あ
る
。

27
ａ
「
龍
を
そ
め
。」
ｂ
「
い
ろ
よ
く
染
な
し
て
」

 ①
ａ 

 
ｂ

﹇
小
松
屋
﹈ 

②
ａ 

 
ｂ

ｂ
﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤
ａ 

 
ｂ

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 

  
 

③［世界］ｂ      ａ 

 ①
ａ 

 
ｂ

﹇
小
松
屋
﹈ 

②
ａ 

 
ｂ

ｂ
﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤
ａ 

 
ｂ

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 

  
 

③［世界］ｂ      ａ 

「
染
む
」
は
第
一
類
動
詞
で
あ
る
。
①
［
小
松
屋
］
と
②
［
十
寸
見
］
の
ａ

は
〈
Ｓ
Ｕ
〉、
③
［
世
界
］
ａ
の
三
味
線
が
〈
＃
４
５
〉、
ｂ
の
唄
譜
が
〈
２
３
〉

で
い
ず
れ
も
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
Ｌ
Ｈ
を
反
映
し
て
い
る
。
①
［
小
松
屋
］
と
②

［
十
寸
見
］
の
ｂ
は
〈
Ｕ
Ｄ
〉
が
振
ら
れ
、
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
連
用
形
の
Ｈ
Ｌ

を
反
映
す
る
。
⑤
［
土
佐
少
掾
］
は
ａ
ｂ
と
も
に
〈
Ｕ
Ｕ
〉
で
京
都
ア
ク
セ
ン

ト
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
。

28
「
れ
ん
ぼ
の
や
み
に
ま
よ
ふ
柏
木
の
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

  
 

③［世界］ 

「
迷
ふ
」
は
第
二
類
動
詞
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
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「
ま
よ
ふ
」
に
〈
Ｓ
Ｄ
Ｄ
〉
①
［
小
松
屋
］、〈
Ｕ
Ｓ
Ｄ
〉
②
［
十
寸
見
］、〈
Ｕ

Ｄ
Ｄ
〉
⑤
［
土
佐
少
掾
］
で
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
。
③
の
［
世
界
］
は
、

唄
が
〈
＃
４
＃
４
３
１
〉、
三
味
線
譜
〈
＃
４
３
１
〉
も
含
め
て
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反

映
し
た
胡
麻
章
と
五
線
譜
で
あ
る
。
④
［
加
賀
掾
］
に
は
胡
麻
章
が
な
い
。

29
「
は
ん
と
き
ば
か
り
か
た
り
し
は
」

 ① 

﹇
小
松
屋
﹈ 

② 

﹇
十
寸
見
﹈ 

④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

 

  
 

③［世界］ 

「
語
る
」
は
第
一
類
動
詞
で
あ
る
。
①
［
小
松
屋
］
は
「
か
た
り
し
は
」〈
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
〉
で
、
一
拍
目
が
下
が
っ
て
い
て
、
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
と
み
ら
れ
る
。

②
［
十
寸
見
］
は
〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
〉、
⑤
［
土
佐
少
掾
］〈
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
〉
で
近

世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
と
み
て
よ
い
。
③
［
世
界
］
は
〈
３4

７
７
７
７
〉

で
第
二
類
動
詞
の
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
か
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
に
は
胡
麻
章
が
な
い
が
、
④
［
加

賀
掾
］、
⑤
［
土
佐
少
掾
］
に
胡
麻
章
の
あ
る
も
の
に
次
の
例
が
あ
る
。

「
た
け
つ
て
龍
を
に
ら
み
付
」

 ④ 

﹇
加
賀
掾
﹈ 

⑤ 

﹇
土
佐
少
掾
﹈ 

    

③［世界］ 

「
に
ら
む
」
は
第
二
類
動
詞
で
、
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
に
ら
み
〈
Ｕ
×
×
〉」
④
［
加
賀
掾
］
も
「
に
ら
み
〈
Ｕ
Ｄ
Ｄ
〉」
⑤

［
土
佐
少
掾
］
も
と
も
に
反
映
し
て
い
る
。
③
［
世
界
］
は
〈
６
＃
４
３4

〉
が

Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

ほ
ぼ
同
じ
歌
詞
の
河
東
節
、
嘉
太
夫
節
、
土
佐
節
の
胡
麻
章
と
明
治
期
の
河

東
節
の
採
譜
に
つ
い
て
、
名
詞
と
動
詞
に
分
け
て
分
析
し
た
。
二
拍
名
詞
に
は
、

二
で
述
べ
た
と
お
り
、
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
と
も
近
世
京
都
ア
ク

セ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
が
み
ら
れ
る
。
動
詞
に
つ
い
て

は
、
三
拍
第
二
類
動
詞
の
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
い
う
近
世
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
と
言
え
る
も

の
も
あ
る
が
、
江
戸
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
も
あ
り
、
江
戸
か
上
方
か
の
判
断
が

つ
か
な
い
も
の
が
多
い
。

一
曲
を
と
お
し
て
み
る
と
、
①
［
小
松
屋
］、
②
［
十
寸
見
］
で
は
、
近
世

京
都
ア
ク
セ
ン
ト
が
集
中
し
て
現
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
源
氏
物
語
』

「
若
菜
上
」
の
女
三
の
宮
を
柏
木
が
垣
間
見
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
摂
り
込
ん
だ
あ
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た
り
で
あ
る
。
歌
詞
の
内
容
と
の
関
係
で
あ
る
の
か
、
先
行
音
曲
の
影
響
が
あ

る
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
。
特
に
反
映
が
顕
著
な
の
が
②
［
十
寸
見
］

で
あ
る
。
京
都
で
活
躍
し
た
加
賀
掾
の
正
本
④
［
加
賀
掾
］
な
ど
は
、
こ
の
部

分
に
胡
麻
章
が
多
く
は
な
く
、
江
戸
で
活
躍
し
た
土
佐
少
掾
の
節
付
け
に
影
響

を
受
け
た
と
も
み
ら
れ
な
い
。

初
世
河
東
が
唄
っ
て
い
た
頃
よ
り
も
、
四
世
河
東
が
『
十
寸
見
要
集
』
を
ま

と
め
た
と
き
の
方
が
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
が
意
識
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
が
、
明
治
期
に
採
譜
さ
れ
た
頃
に
は
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
江
戸
・
東

京
ア
ク
セ
ン
ト
へ
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
十
寸
見
要
集
』
は
繰
り
返

し
出
版
さ
れ
て
い
て
、
胡
麻
章
も
改
変
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、

江
戸
で
継
承
さ
れ
る
う
ち
に
、
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
江
戸
ア
ク
セ
ン
ト
に
改

め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

寛
文
か
ら
百
年
ほ
ど
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
太
夫
が
新
た
な
節
付
け
を
し
て

語
り
、
唄
わ
れ
、
江
戸
が
先
か
、
上
方
が
先
か
は
胡
麻
章
か
ら
は
断
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
河
東
節
の
《
小
袖
模
様
》
で
は
、
特
に
上
方
と
江

戸
と
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
が
逆
に
な
る
二
拍
第
三
類
名
詞
や
、
江
戸
と
は
異

な
る
三
拍
第
二
類
動
詞
が
、
聞
か
せ
ど
こ
ろ
で
は
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
で
語
ら
れ
、

唄
わ
れ
た
。

今
後
は
こ
の
傾
向
が
《
小
袖
模
様
》
の
独
自
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
、『
十

寸
見
要
集
』
の
他
の
曲
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注
⑴　

坂
本
清
恵
「
近
世
音
曲
に
反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
」『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』

笠
間
書
院　

二
〇
〇
〇
年

⑵　

坂
本
清
恵
編
『
長
唄
の
伝
承
』
檜
書
店　

二
〇
二
三
年

⑶　

坂
本
清
恵
「
古
浄
瑠
璃
《
こ
そ
で
う
り
》
か
ら
河
東
節
《
小
袖
模
様
》
へ
―
詞
章

の
地
域
差
〈
シ
ッ
パ
リ
〉
と
〈
ジ
ュ
ー
ワ
リ
〉
な
ど
―
」『
日
本
女
子
大
学
紀
要
文

学
部
』
七
十
四
号　

二
〇
二
五
年　

こ
の
稿
末
に
詞
章
の
異
同
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

な
お
、
そ
の
後
の
小
十
郎
譜
の
調
査
で
《
老
松
》
の
「
ま
つ
の
い
ろ
」
が
、
大
正

九
年
十
一
月
版
で
は
「
い
ろ
〈
４
３
３
〉」
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
三
年
二
月
版
以

降
「
い
ろ
〈
２
×
３
〉」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
の

Ｈ
Ｌ
か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
の
Ｌ
Ｈ
へ
の
変
更
例
で
あ
る
。

⑷　

以
下
の
河
東
節
関
係
の
経
歴
は
、
竹
内
道
敬
『
河
東
節
三
百
年
』
河
東
十
寸
見
會

（
東
洋
書
院　

二
〇
一
七
年
）
に
よ
る
。

⑸　

平
野
健
次
ほ
か
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
平
凡
社　

一
九
八
九
年

参
考
文
献

秋
永
一
枝
・
上
野
和
昭
・
坂
本
清
恵
・
佐
藤
栄
作
・
鈴
木
豊
編
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト

史
総
合
資
料　

索
引
篇
』
東
京
堂
出
版　

一
九
九
七
年

こ
の
研
究
は
、JP22K

00134

の
助
成
を
受
け
た
。
ご
所
蔵
資
料
の
閲
覧
掲
載
の
ご
許

可
を
く
だ
さ
っ
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
、
国
立
音
楽
大
学
図
書
館
、
都
立
中
央
図

書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
一
六
日
に
行
っ
た
日
本

女
子
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科
学
術
交
流
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
戸
音
曲
の
流
れ
を

考
え
る
―
半
太
夫
節
か
ら
長
唄
へ
―
」
で
の
「
河
東
節
《
小
袖
模
様
》
と
ア
ク
セ
ン
ト
」

を
も
と
に
研
究
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。


